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原
話題のひろば

瀞峠.…“

右上“縁"をテーマに語る栗原小巻さん

左上田崎邸で開かれた、栗原小巻さん

を囲む会で歓駿する田崎俊作社長

下囲む会に集うコマキストたち
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田
崎
真
珠
珊
周
年
記
念
展
示
会
に

栗
原
小
巻
さ
ん
〃
縁
〃
を

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

卸

一
一
鼠
。

田
崎
真
珠
が
３
月
四
日
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
平
安
の
間

に
お
い
て
別
周
年
記
念
展
示
会

を
開
き
、
過
時
と
出
時
の
２
回

に
わ
た
っ
て
大
女
優
・
栗
原
小

巻
さ
ん
を
招
い
て
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
を
。
〃
縁
″

を
テ
ー
マ
に
語
る
栗
原
さ
ん
は
、

美
し
く
成
熟
し
た
大
女
優
の
気

品
を
持
っ
て
語
る
。

「
神
戸
と
の
ご
縁
は
、
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
で
の
〃
マ
イ
フ
ェ
ア

レ
デ
ィ
〃
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、

チ
ェ
ー
ホ
フ
な
ど
の
お
芝
居
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
公
演
し
ま
し

て
、
私
の
後
援
会
を
今
は
亡
き

宮
崎
市
長
さ
ん
や
、
松
井
館
長

な
ど
と
作
っ
て
頂
き
、
田
崎
社

長
と
も
そ
の
頃
か
ら
の
ご
縁
で

す
。

ま
た
、
今
年
モ
ス
ク
ワ
か
ら

加
年
ぶ
り
に
ご
招
待
を
受
け
て

お
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
〃
モ
ス

ク
ワ
わ
が
愛
″
と
い
う
映
画
に

出
演
し
て
か
ら
３
本
映
画
を
撮

り
ま
し
た
〃
ご
縁
″
か
ら
な
の

で
す
。そ

れ
も
子
供
の
頃
か
ら
バ
レ

エ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
こ
と
が
、

ロ
シ
ア
へ
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

映
画
で
バ
レ
リ
ー
ナ
の
役
を
演

じ
た
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。
」

続
い
て
、
エ
デ
ィ
ッ
ト
ピ
ア

フ
の
貧
乏
時
代
を
演
じ
〃
愛
の

讃
歌
″
を
歌
う
栗
原
さ
ん
は
、

ピ
ア
フ
の
こ
こ
ろ
を
歌
っ
て
感

動
的
だ
っ
た
。

夜
、
田
崎
邸
で
栗
原
小
巻
さ

ん
を
囲
む
会
が
開
か
れ
、
コ
マ

キ
ス
ト
た
ち
を
歓
ば
せ
た
。

識
‐

一
一

繊
雲

‐

殖
二

号y昌
一、

～

〈
『

一
）

二一

一

７７
●

『｡

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



９

４
月
ｎ
日
は
イ
ー
ス
タ
ー
。

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
待
ち
に
待
っ

た
春
。
想
い
を
か
け
る
と
実
現

す
る
ま
ち
づ
く
り
。
あ
の
大
震

災
か
ら
９
年
目
の
春
に
ト
ア
ロ
ー

ド
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
上
根

保
会
長
）
は
、
中
山
手
三
町
目

Ｊ
Ｔ
の
楠
の
樹
の
下
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
〃
風
の
庭
″

を
ま
ち
は
み
ん
な
の
庭
に
と
、

神
戸
市
と
協
議
会
と
が
心
を
合

せ
て
手
づ
く
り
で
完
成
さ
せ
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
山
鳥
か
す
み
さ

ん
。
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
の
入
賞

作
品
で
彼
女
の
コ
ー
チ
の
も
と

ト
ア
ロ
ー
ド
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
面
々
が
勉
強
会
を
重
ね

て
３
月
釦
日
雨
の
中
を
植
え
込

ん
だ
。
〃
山
・
海
・
ま
ち
″
の

デ
ザ
イ
ン
で
創
ら
れ
た
庭
だ
。

当
日
は
、
張
文
乃
先
生
指
揮

す
る
移
情
閣
コ
ー
ラ
ス
と
神
戸

華
僑
女
子
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
児
玉
幸
子
さ

ん
が
加
わ
っ
て
「
鵠
橋
」
を
合

唱
。
日
中
友
好
を
祝
っ
た
陳
舜

臣
先
生
の
作
詞
。
村
上
恵
子
さ

ん
の
司
会
で
小
泉
美
喜
子
の
経

過
報
告
、
上
根
会
長
、
南
野
中

央
区
長
、
仲
井
昌
之
都
市
計
画

総
局
主
幹
、
花
と
緑
の
ま
ち
推

進
セ
ン
タ
ー
千
代
所
長
ら
の
祝

辞
の
後
、
松
下
助
役
も
加
わ
っ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
子
供
た
ち

の
植
樹
と
春
の
歌
の
コ
ー
ラ
ス

が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
あ
げ

た
。

識膳誌轍iｉｉ

●
ト
ァ
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ま
ち
を
み
ん
な
の
庭
に
４
月
Ⅱ
『
ロ

ト
ア
ガ
ー
デ
ン
〃
風
の
庭
″
オ
ー
プ
ン

｢，
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話題のひろば
＃

瀞
が

ロ句

御
影
花
び
ら
ま
つ
り

４
月
４
日
弓
弦
羽
神
社

雨
模
様
み
や
び
に
開
く

昨
年
の
花
び
ら
ま
つ
り
は
、

春
冷
え
の
す
る
一
日
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
晴
れ
間
の
中
の
賑

わ
い
で
、
今
年
の
第
３
回
御
影

花
び
ら
ま
つ
り
は
、
美
し
く
咲

く
一
本
の
し
だ
れ
桜
に
雨
の
し

ず
く
を
落
し
ま
し
た
。
赤
い
緋

も
う
せ
ん
が
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

の
下
で
、
晴
れ
て
く
れ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。

う
れ
し
い
事
が
起
り
ま
し
た
。

御
影
出
身
の
矢
田
市
長
様
が
傘

を
さ
し
て
の
お
出
ま
し
で
す
。

始
め
て
参
加
し
た
上
御
影
婦
人

部
の
人
達
の
歓
声
。
す
ぐ
市
長

様
を
囲
ん
で
記
念
写
真
。
当
初

私
は
よ
れ
よ
れ
の
髪
に
、
男
用

の
上
下
の
雨
具
を
も
ど
か
し
く

ぬ
ぐ
捨
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ご
案
内
。
花
び
ら
菓
子
の
美
し

い
お
茶
席
、
花
び
ら
香
る
席
で

市
長
様
も
私
も
「
月
」
と
出
て

は
ず
れ
、
笑
い
の
ひ
と
と
き
。

毎
年
参
加
し
て
下
さ
る
堀
田
先

生
の
和
風
キ
ル
ト
の
技
に
市
長

様
も
し
ば
し
見
入
ら
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

夜
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
琴
・
日

本
舞
踊
、
そ
し
て
装
道
き
も
の

学
院
の
皆
様
の
花
結
び
。

お
昼
の
特
製
弁
当
、
ネ
ス
カ

フ
ェ
様
の
無
料
コ
ー
ヒ
ー
、
酒

十
社
の
ハ
ッ
ピ
と
振
舞
い
酒
。

楽
し
い
第
３
回
花
び
ら
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
。

（
花
び
ら
ま
つ
り
会
長
・

岡
本
真
穂
）

Ｆ

花びらまつりに訪れた矢田市長を囲んで

稗！”
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神
戸
の
和
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
、

神
戸
は
れ
る
や
製
菓
有
限
会
社

で
は
、
岡
稔
久
社
長
の
も
と
で
、

ユ
ー
ー
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
生
チ
ョ
コ
を
使
っ
た

サ
ブ
レ
「
神
戸
夢
物
語
」
と
大

粒
の
丹
波
栗
を
包
み
込
ん
だ

「
夢
風
船
」
の
知
名
度
を
全
国

に
広
げ
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
こ
の
商
品
を

試
食
し
た
知
人
が
、
そ
の
美
味

さ
に
感
動
し
、
何
と
か
知
名
度

を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
と
、
学
生
グ
ル
ー
プ
に
も

ち
か
け
た
こ
と
に
あ
る
。
学
生

た
ち
も
そ
の
美
味
し
さ
に
共
感
、

す
ぐ
に
「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
る
企
画
案
を
岡
社
長
に
投
げ

か
け
た
。
商
品
の
名
称
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
学
生
た
ち
が
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
「
神
戸

夢
物
語
」
と
「
夢
風
船
」
は
生

ま
れ
た
。

コ
ロ
食
べ
て
、
美
味
し
い

と
感
じ
ま
し
た
し
、
こ
の
商
品

を
愛
す
る
岡
社
長
の
強
い
思
い

に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
」
と

リ
ー
ダ
ー
の
川
崎
敏
さ
ん
。

「
こ
の
商
品
の
こ
と
を
真
剣

に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
た
学
生

た
ち
の
恩
義
に
、
応
え
る
た
め

に
も
年
間
１
億
円
の
売
上
げ
を

達
成
さ
せ
た
い
」
。
３
代
目
の

奮
闘
は
つ
づ
く
。

「
神
戸
夢
物
語
」
「
夢
風
船
」
を

学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に

‐
神
戸
は
れ
る
や

一
脚

①「神戸夢物語」とI夢風船」の知名度アップをねらって立ち上がっ
た「夢プロジェクト｣。岡社長（後列中央）を囲む学生グループ

②生チョコを使用したサブレ「神戸夢物語」は、やわらかい食感がた
まらない

③丹波栗を丸々包み込んで焼き上げた「夢風船」
④ネーミングからパッケージに至るまで学生のアイディアが満載
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癖
》
獣

ド
ーﾜ

、

話題のひろば

や①

全
児
童
数
１
２
０
名
足
ら
ず

の
小
さ
な
小
学
校
で
あ
る
宮
本

小
学
校
を
中
心
に
生
徒
数
が
少

な
い
他
の
小
学
校
の
子
供
た
ち

と
コ
ー
チ
と
父
兄
が
集
ま
っ
て

平
成
田
年
に
「
ス
カ
イ
ジ
ュ
ニ

ア
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ス
カ
イ
ジ
ュ
ニ
ア
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
監
督

河
井
英
雄

:§

ブ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
学
校

が
違
っ
て
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
同

じ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
皆
仲
良
し
、

そ
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
取
る
為

に
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
皿
年
に
は
女
子
チ
ー

ム
が
ミ
ー
ー
バ
ス
の
公
式
戦
の
神

戸
大
会
に
初
参
加
で
４
位
に
な
っ

た
り
、
又
男
子
も
平
成
姐
年
に

公
式
戦
に
初
の
１
勝
が
で
き
共

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
い
ま
は

河
井
・
中
島
コ
ー
チ
を
中
心
に

保
護
者
の
方
々
や
Ｏ
Ｂ
に
な
っ

た
中
学
生
の
協
力
で
、
子
供
た

ち
は
の
び
の
び
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

で
す
が
残
念
な
事
に
せ
っ
か

く
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
好
き
に
な
り

上
手
に
な
っ
た
の
に
、
進
学
す

る
中
学
校
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
が
な
か
っ
た
り
、
廃
部
に

な
っ
た
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け

る
事
が
で
き
な
い
子
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
少
子
化
で
部
活
も

減
っ
て
き
て
い
る
様
で
す
。
個

人
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
（
空
手
な

ど
）
は
他
校
と
合
同
で
部
活
が

で
き
公
式
戦
に
も
参
加
で
き
る

そ
う
で
す
が
、
現
実
に
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ッ

は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
す
。

同
じ
神
戸
に
住
ん
で
い
る
の

に
地
域
に
よ
っ
て
は
子
供
た
ち

が
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て

い
け
な
い
の
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
コ
ー
チ
達
は
も
ち
ろ
ん

父
兄
も
で
す
が
い
つ
か
は
「
ス

カ
イ
ジ
ュ
ー
ー
ア
」
か
ら
団
体
選

手
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
で

れ
ば
な
ん
て
１
．
大
き
な
夢
を
も

ち
な
が
ら
子
供
た
ち
の
指
導
に

励
ん
で
い
ま
す
。

茂み〆

め
ざ
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
っ
て
楽
し
い
ね
！

ス
カ
イ
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

一
一
竜

ＬＩ
ユ

▲学校は違っても仲良
しチームメイト

ｑのびのびとバスケッ

トを楽しんでいます

二Ｆ

－＝＝
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４
月
４
日
日
曜
日
朝
７
時
、

ラ
ジ
オ
関
西
の
電
波
か
ら
〃
ミ

コ
ち
ゃ
ん
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
″
の
放
送
が
始
っ
た
。
毎

週
ま
ち
の
と
れ
と
れ
の
樫
蝋
報
を
、

月
刊
神
戸
っ
子
の
編
集
長
が
ゲ

蕊‘，

角【勘＝

ご罰

ス
ト
を
招
い
て
、
居
留
地
を
望

む
ｆ
ｌ
Ｓ
の
サ
テ
ス
タ
か
ら
、

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ま
ち
ネ

タ
を
紹
介
し
て
い
く
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
ｆ
ｌ
Ｓ

（
三
宣
堀
岬
社
の
東
側
、
デ
ン
マ
ー

ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
売
る
メ
ー

カ
ー
）
の
荒
牧
英
理
子
さ
ん
。

４
月
４
日
は
、
ト
ア
ロ
ー
ド

の
マ
キ
シ
ン
帽
子
店
の
渡
避
百

合
社
長
が
ゲ
ス
ト
。
４
月
ｎ
日

に
完
成
し
た
ト
ア
ガ
ー
デ
ン

〃
風
の
庭
〃
の
話
や
、
帽
子
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
語
っ
た
。

４
月
ｎ
日
の
ゲ
ス
ト
は
山
口

和
久
先
生
。
４
月
型
・
妬
・
泌

日
と
開
か
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

１
０
０
台
の
パ
レ
ー
ド
〃
ポ
ン

テ
ペ
ル
レ
″
の
宣
伝
を
。
４
月

咽
日
は
、
鯉
川
山
手
ま
ち
づ
く

り
会
の
ア
ー
バ
ン
フ
ェ
ス
夕
を

天
野
副
理
事
長
が
。

４
月
距
日
は
、
居
留
地
に
オ
ー

プ
ン
し
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
学
校

ル
・
コ
ル
ド
ン
・
ブ
ル
ー
の
校

長
先
生
。
５
月
２
Ｈ
は
、
元
町

１
３
０
年
を
迎
え
て
元
町
商
店

街
の
三
木
久
雄
企
画
委
員
長
に
。

５
月
９
日
は
セ
ン
タ
ー
街
２
丁

目
の
永
塚
専
務
理
事
に
。
ホ
ッ

ト
な
三
宮
情
報
を
１
．

春
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
神
戸
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
待
っ

て
い
ま
す
よ
。

で

（
ラ
ジ
オ
関
西
毎
週
日
曜
日
朝
７
時
～
皿
分
）

月
刊
神
戸
っ
子
小
泉
編
集
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

ト
ア
ロ
ー
ド
／
鯉
川
筋
／
セ
ン
タ
ー
街
の
人
々
を
ゲ
ス
ト
に

■
旧
居
留
地
サ
テ
ス
タ
（
ｆ
ｌ
Ｓ
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ス
タ
ジ
オ
）

ミ
コ
ち
ゃ
ん
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
４
月
ス
タ
ー
ト

国雰誹１Ｊ
登

瀞
ー

聾
》

号

。
計
『
一

、

左上は山口先生と天野さん

右上は荒巻さんと渡拐社高

下は永塚さんをケストに

『

】
三
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し
み
が
て
ら
、
大
人
は
ち
ょ
っ

と
子
ど
も
に
帰
っ
て
、
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。

世
界
各
国
の
名
作
お
も
ち
ゃ

や
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

一
堂
に
集
め
て
い
る
有
馬
玩
具

博
物
館
で
、
６
月
７
日
側
ま
で

特
別
展
「
加
藤
裕
三
の
遊
び
と

手
仕
事
展
グ
リ
コ
の
お
も
ち
ゃ

か
ら
カ
ラ
ク
リ
人
形
ま
で
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
１
年
５
月
５
日
に
他

界
し
た
加
藤
裕
三
さ
ん
は
、
１

９
８
７
年
か
ら
６
年
間
、
グ
リ

コ
の
お
も
ち
ゃ
（
お
菓
子
の
お

ま
け
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
っ

て
き
た
。
晩
年
は
有
馬
に
住
み
、

精
巧
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
カ
ラ
ク

リ
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
制
作
。
昨

ＯＲＯＫＡＮ

ＴＥＬ（078）903-2255

9６

有
馬
玩
具
博
物
館
特
別
展

「
加
藤
裕
三
の
遊
び
と
手
仕
事
展
」
６
／
７
ま
で
開
催
中

有
馬
歳
事
記

亜I燕震ず
ｌ ｄ

硬、
加藤裕三さん

二枚舌の村長さん

年
オ
ー
プ
ン
し
た
有
馬
玩
具
博

物
館
は
、
加
藤
さ
ん
の
夢
の
ひ

と
つ
で
も
あ
っ
た
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
加
藤

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
提
供
し
た

グ
リ
コ
の
お
も
ち
ゃ
を
、
製
品

に
は
な
ら
な
か
っ
た
試
作
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
を
含
め
て
展
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
名
作
カ
ラ
ク
リ

人
形
や
、
加
藤
さ
ん
が
訪
れ
、

感
銘
を
受
け
た
マ
リ
共
和
国

「
ド
ゴ
ン
族
」
の
文
化
、
そ
の

地
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
お

も
ち
ゃ
を
展
示
。
そ
し
て
、
加

藤
さ
ん
が
も
っ
と
も
大
切
に
し

て
い
た
の
は
「
お
も
ち
ゃ
で
遊

ぶ
こ
と
」
。
実
際
に
グ
リ
コ
の

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
人
形

を
動
か
し
た
り
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
る
。
有
馬
の
よ
い
湯
を
楽

八

雲雪

〆

ＨＹＯＥ

開
館
時
間
／
９
“
釦
～
岨
“
帥

休
館
日
／
第
２
．
３
火
曜
日

入
場
料
／
大
人
１
０
０
０
円

子
供
５
０
０
円

３
歳
未
満
無
料

有
馬
玩
具
博
物
館

神
戸
市
北
区
有
馬
町
７
９
７

（
「
金
の
湯
」
前
）

ａ
Ｏ
７
８
１
３
０
３
１
６
９
７
１

向陽闇
冬斎

TEL（078）904-0675
TEL（078）904-0501(代）

URLhtm://Wwwhyoe・cojp

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）903-1024

鶏繍鼠爾ｒ
ＴＥＬ（078）904戸0551

くつろぎの宿

静寂さにつつまれた

国際観光旅館

陵楓閣

有馬一望･歴史の名湯

聯：7娩撫

膨荷繍課月光園
G厚ＸＫｏＤＪ

魁ｊ鍵jJ髄
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TEL（078）９“-3656(代）

会議セミナーからご家族づれまで

有島＄ﾗﾝＦﾎテル
ＴＥＬ（078）９０k4-0181

有
馬
の
初
夏
の
風
物
詩
「
沙

羅
の
花
と
一
絃
琴
の
鑑
賞
会
」

が
、
今
年
は
６
月
週
日
加
日
虹

日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
る
。

念
仏
寺
の
庭
に
咲
く
樹
齢
２

５
０
年
余
り
の
沙
羅
双
樹
の
花

を
背
に
、
須
磨
琴
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
一
絃
琴
の
演
奏
が

し
み
じ
み
と
美
し
い
。
演
奏
前

に
は
、
抹
茶
と
お
菓
子
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
念
仏
寺
の
ご
住
職
に

よ
る
法
話
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ

だ
。
参
加
に
は
申
し
込
み
が
必

要
な
の
で
、
締
め
切
り
日
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

沙
羅
の
花
と

一
絃
琴
の
鑑
賞
会
へ
の
お
誘
い

罰

職

ＴＥＬ（078）904-0701

ﾁｪｯｸｲﾝ13：00､アウト12:００

ゆっくりとお過ごしいただけます。

古家風

9７

日本の伝統

放寄屋造りの航

日
時
“
６
月
相
日
幽
加
日
㈲
幻
日
㈲

※
各
日
と
も
佃
時
公
演
。
旭
時
公
演
。
粋
時
公
演
。

杷
時
公
演
が
あ
り
ま
す
／
各
回
と
も
先
着
１
０
０
名

様
ま
で

場
所
恥
念
仏
寺

参
加
費
“
１
５
０
０
円
（
お
茶
、
お
土
産
つ
き
）

申
し
込
み
方
法
”
往
復
は
が
き
に
代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
希
望
鑑
賞
日
時

（
日
に
ち
と
公
演
時
間
）

※
第
２
希
望
ま
で
を
記
入
の
上
、
左
記
の
宛
先
ま
で

送
付
。

宛
先
蝿
〒
６
５
１
１
１
４
０
１
神
戸
市
北
区
有
馬
町

８
２
８
有
馬
温
泉
観
光
総
合
案
内
所
「
沙
羅
の
花
と

一
絃
琴
の
鑑
賞
会
」
係

（
冠
０
７
８
１
９
０
４
１
０
７
０
８
）

締
切
”
６
月
枢
日
出
必
着

一等麓肪獄員鑑｡鶴でⅢ

')じ蝶
TEL（078）904-0731

政府登録国際観光旅館

雁ただようくつろぎの跡

磯牧山
TEL（078）９０u4-0781

自然の恵みを

湯けむりに伝える やの婆署減
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その⑤

～‘‘港の花"ともてはやされた

知りませんか？

ミセス・グリーンが暮らした明治初期の神戸全景（横浜開港資料館編『増補・明治の日本』より）

9８

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
が
横
浜
の
生
活
を
切
り
上
げ
て
神
戸
に

居
を
移
し
た
の
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
の
秋
。
開
港

か
ら
４
年
、
国
内
の
嬢
夷
（
じ
ょ
う
い
）
の
動
き
は
す
で
に
収

束
し
、
居
留
地
の
社
会
経
済
活
動
も
、
当
初
の
混
乱
期
を
通
り

過
ぎ
て
安
定
し
は
じ
め
た
頃
で
あ
る
。

９
月
型
日
の
朝
、
横
浜
か
ら
夫
人
を
乗
せ
て
来
た
蒸
気
船
が

神
戸
港
に
投
錨
し
た
。
夫
人
は
、
積
ん
で
き
た
家
財
道
具
一
式

を
召
使
い
に
持
た
せ
て
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
に
上
陸
。
目
の
前
に

は
、
完
成
直
後
の
ヒ
ョ
ー
ゴ
ホ
テ
ル
の
建
物
が
主
の
到
着
を
待
っ

て
い
た
。

し
か
し
、
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
様
相
は
、
ニ
コ
ラ
・
マ
ン

シ
ー
ー
ー
と
夫
人
が
長
崎
を
飛
び
出
し
た
と
き
に
描
い
て
い
た
シ

ナ
リ
オ
と
は
、
随
分
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
マ
ン
シ
ー
ニ
。
夫
人
よ
り
先
に
神
戸
に
来
て
、
確
か

に
ホ
テ
ル
を
立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
立
地
条
件
が
悪
か
っ
た
た

め
に
期
待
し
た
ほ
ど
流
行
ら
な
い
。
な
ら
ば
と
船
会
社
を
つ
く

り
、
神
戸
と
大
阪
（
当
時
は
大
坂
）
の
間
を
居
留
民
用
に
往
復

す
る
船
長
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
の
よ
う
な
コ
ネ
で
そ
う

な
っ
た
の
か
、
間
も
な
く
船
長
を
辞
め
て
、
明
治
政
府
が
大
阪
・

天
満
に
新
設
し
た
造
幣
局
（
当
時
は
造
幣
寮
）
の
〃
お
雇
い
外

国
人
″
の
一
員
と
し
て
職
を
得
た
。
月
給
２
０
０
ド
ル
で
、
役

職
名
は
〃
伸
金
局
助
役
兼
機
械
方
″
・
長
崎
上
陸
当
時
パ
ン
職

人
だ
っ
た
男
が
、
な
ん
と
明
治
日
本
の
新
金
貨
を
つ
く
る
技
術

者
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

一
方
、
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
。
長
崎
を
起
点
に
、
横
浜
と
神

戸
の
三
大
居
留
地
に
ベ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
を
築
く
戦

略
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
た
長
崎
と
横
浜

の
合
わ
せ
て
４
軒
の
ホ
テ
ル
を
、
す
べ
て
手
放
し
て
神
戸
に
来

て
い
る
。
理
由
は
幾
つ
か
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
に
、

横
浜
で
の
一
人
の
米
国
商
人
と
の
出
会
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
。
Ｄ
・
キ
ャ
ロ
ル
（
皆
目
の
ｍ
ｐ
ｇ
冒
涜
○
四
胃
邑
）
。

生
ま
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
。
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
よ
り
ｎ
歳
余

り
年
上
で
独
身
。
来
日
時
点
で
は
米
国
商
船
の
船
長
だ
っ
た
が
、

横
浜
上
陸
後
に
船
乗
り
を
辞
め
、
船
具
商
（
の
匡
己
○
厨
且
胃
）

と
し
て
山
下
居
留
地
に
定
住
し
た
。
彼
も
ま
た
商
才
に
長
け
、

米
国
軍
艦
と
の
独
占
的
な
取
り
引
き
等
で
ま
た
た
く
間
に
財
を

な
す
。
神
戸
に
は
開
港
と
同
時
に
キ
ャ
ロ
ル
商
会
の
支
店
を
出

し
、
今
の
海
岸
通
１
丁
目
か
ら
２
丁
目
に
か
け
て
の
雑
居
地
の

借
地
権
を
い
ち
早
く
手
に
入
れ
た
。
マ
ン
シ
ー
ニ
と
も
神
戸
で

出
会
っ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
、
夫
人
が
長
崎
か
ら
横
浜
へ
移
っ

§

Z谷口良平

:…－－。Q４Ｚ

英国人女性について～
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ミセス・グリーンのヒョーゴホテル初広告
（HiogoNewsl871年10月25日号）
２行目にはキャロルの名前も。
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一一＝ Ⅱ ？ ■ 凸

一一

ミセス・グリーンの神戸上陸を示す船客名簿
(HiogoNewsl871年９月27日号）
最下行に夫人の名前がある。

■少
:塞唖

～
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
の
足
跡
を
辿
る
、
私
の
具
体
策
～

○
熊
内
町
の
神
戸
文
書
館
で
の
資
料
調
べ

居
留
地
時
代
の
英
字
新
聞
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
、
船
舶
情

報
柵
、
広
告
柵
、
死
亡
公
告
等
か
ら
、
夫
人
と
関
係
者
の
動
向

を
追
跡
す
る
。

こ
こ
は
と
て
も
静
か
で
、
調
べ
に
集
中
で
き
る
。
し
か
し
開

館
が
平
日
の
午
後
に
限
ら
れ
、
気
軽
に
利
用
し
難
い
の
が
残
念
。

画
た
に
ぐ
ち
り
ょ
う
へ
い

１
９
４
９
年
大
阪
生
ま
れ
の
宝
塚
育
ち
。
学
校
を
卒
業
後
、
在
阪
の
鉄
道

会
社
に
勤
め
、
現
在
は
関
連
の
ホ
テ
ル
会
社
の
役
員
。
１
９
７
４
年
よ
り

東
灘
区
在
住
。
趣
味
は
一
人
旅
。

9９

た
の
だ
が
、
そ
れ
が
キ
ャ
ロ
ル
商
会
本
店
の
す
ぐ
隣
だ
っ
た
こ

と
で
、
夫
人
と
キ
ャ
ロ
ル
と
の
出
会
い
に
つ
な
が
っ
た
。

文
字
ど
お
り
三
者
三
様
の
事
情
が
あ
い
ま
っ
て
、
マ
ン
シ
ー

ニ
は
ホ
テ
ル
を
閉
鎖
、
造
幣
局
の
高
給
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
転
身

し
て
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
を
呼
び
寄
せ
、
キ
ャ
ロ
ル
は
副
業
と

し
て
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
前
に
ヒ
ョ
ー
ゴ
ホ
テ
ル
を
新
築
、
横
浜

生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
い
た
夫
人
が
こ
れ
を
借
り
受
け
て

心
機
一
転
を
図
る
、
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
次
第
。

今
一
度
、
明
治
４
年
９
月
型
日
の
朝
の
こ
と
。
こ
の
日
は
日

曜
日
で
、
天
気
は
快
晴
だ
っ
た
。
海
岸
通
り
で
は
居
留
民
が
、

三
々
五
々
散
歩
や
談
笑
し
て
、
休
日
を
楽
し
ん
で
い
た
に
違
い

な
い
。
キ
ャ
ロ
ル
と
マ
ン
シ
ー
ニ
も
、
波
止
場
ま
で
夫
人
を
迎

え
に
来
て
い
る
。
そ
こ
へ
船
が
着
い
た
。

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
こ
の
と
き
詔
歳
。
甲
板
に
現
れ
た
夫
人

は
ど
の
よ
う
な
装
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上
陸
し
た

彼
女
の
こ
と
を
誰
が
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
、
〃
国
の
房
○
伶
昏
の
圃
○
風

（
港
の
花
）
″
と
。
（
つ
づ
く
）

○
造
幣
博
物
館
で
ド
キ
ッ

神
戸
文
書
館
で
見
つ
け
た
マ
ン
シ
ー
ニ
追
悼
記
事
か
ら
、
彼

に
造
幣
局
勤
務
の
一
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
大
阪
・
桜

ノ
宮
の
造
幣
博
物
館
へ
。

当
時
〃
お
雇
い
外
国
人
″
は
Ⅳ
人
。
彼
ら
は
外
国
人
専
用
の

寮
に
住
ん
で
い
た
。
館
長
さ
ん
か
ら
「
マ
ン
シ
ー
ニ
さ
ん
は
、

妻
が
い
な
い
の
に
、
奇
妙
に
も
２
人
の
女
子
が
い
る
３
人
家
族

だ
っ
た
。
」
と
の
説
明
を
受
け
た
。
娘
が
２
人
？
…
な
ぜ
母
親

が
い
な
い
…
も
し
や
…
。
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慈翻言海軍鐸警手京『会錨

たっぷりしたお皿に盛られたアミューズは、
まず視覚から感動

0０

地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
。
大
型
店
や
チ
ェ
ー
ン

店
に
は
な
い
、
あ
た
た
か
い
も

て
な
し
や
、
何
よ
り
も
料
理
へ

の
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る

お
店
だ
。

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
平
野
一

郎
さ
ん
は
、
加
年
前
に
神
戸
に

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
開
い
た
。

料
理
も
仕
入
れ
も

シ
ェ
フ
に
お
ま
か
せ
し
て
…

欧
風
料
理

「
ボ
ン
ヌ
・
シ
ェ
Ｉ
ル
」

び
つ
上
」

｡

い

ん

昨
年
、
現
在
の
北
五
葉
に
移
転

オ
ー
プ
ン
し
た
「
ポ
ン
ヌ
・
シ

エ
ー
ル
」
。
近
く
に
住
む
主
婦

を
は
じ
め
、
熟
年
層
か
ら
若
い

カ
ッ
プ
ル
な
ど
、
お
な
じ
み
さ

ん
が
多
い
。

店
内
は
、
ゆ
っ
た
り
と
座
れ

る
カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
テ
ー
ブ
ル

席
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
な
の
に

和
室
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
人

気
だ
と
か
。
半
円
形
の
窓
か
ら

の
ぞ
く
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
と
、

グ
リ
ー
ン
が
美
し
い
パ
テ
ィ
オ

（
中
庭
）
が
あ
っ
て
、
広
く
は

赤
茶
色
の
石
壁
、
瓦
屋
根
が
和
洋

交
じ
り
合
っ
て
い
る
お
店

広々とした木製のカウンター

オーナーシェフ・平野さんとマダム

な
く
て
も
優
雅
な
気
分
に
な
れ

る
。
そ
れ
は
「
お
い
し
い
料
理

を
、
良
い
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ

く
り
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、

平
野
さ
ん
の
「
食
べ
る
空
間
」

へ
の
思
い
か
ら
。
料
理
の
盛
り

付
け
も
、
ま
ず
目
か
ら
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、
と
て
も
お
し
ゃ

れ
。

料
理
は
魚
と
野
菜
が
中
心
。

魚
介
類
は
平
野
さ
ん
が
直
接
市

場
に
買
い
付
け
に
行
く
。
天
然

の
旬
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
て
仕

入
れ
る
の
で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
そ

の
日
の
食
材
次
第
。
羊
や
鴨
肉

な
ど
の
肉
類
は
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
輸
入
食
材
を
厳
選
し
て
仕

入
れ
る
。
そ
し
て
た
っ
ぷ
り
と

野
菜
を
使
い
、
そ
れ
も
生
野
菜

で
は
な
く
火
を
通
し
た
も
の
を

使
う
の
で
、
一
見
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
り
そ
う
で
も
最
後
ま
で
お

い
し
く
い
た
だ
け
る
。
年
配
の

人
で
も
食
べ
や
す
い
の
が
人
気

の
秘
密
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
も
ち

一

火デラ盃神回
曜イン０戸ボ
休ナチ７市ン

８北ヌ
１１１区。

１７・・５北シ
３０９五エ

３０１５葉Ｉ
ｊｌ５Ｉ６ル

§:謂伽；ム５１

０３４０■

００ ０ ０
，－ジ 、一夕

ろ
ん
お
箸
も
用
意
。

デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
は
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
・
前
菜
・
ス
ー
プ
、
魚
吐
肉

の
メ
イ
ン
が
つ
い
て
３
６
７
５

円
（
税
込
）
～
。
ラ
ン
チ
コ
ー

ス
は
２
４
１
５
円
（
税
込
）
～
・

ド
リ
ン
ク
は
ワ
イ
ン
、
日
本

酒
、
好
み
に
合
わ
せ
て
焼
酎
も

置
い
て
い
る
。
ワ
イ
ン
好
き
の

平
野
シ
ェ
フ
が
１
本
１
本
試
飲

し
て
仕
入
れ
て
い
る
ワ
イ
ン
は
、

お
す
す
め
を
聞
い
て
み
る
の
が

い
ち
ば
ん
。
良
心
的
な
お
値
段

な
の
で
、
４
～
５
人
の
グ
ル
ー

プ
な
ら
グ
ラ
ス
よ
り
フ
ル
ポ
ト

ル
で
の
注
文
が
割
安
に
。

シ
ェ
フ
と
マ
ダ
ム
が
き
り
も

り
す
る
お
店
な
の
で
、
な
る
べ

く
予
約
が
お
す
す
め
で
す
。
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神
戸
フ
ル
ー
ッ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

サ
ン
弓
７
カ
ブ
塁

に
あ
る
「
の
巨
旨
弓
］
○
急
の
時
。
良
の
」

で
は
、
安
心
で
お
い
し
い
パ
ン

を
食
べ
て
ほ
し
い
と
、
小
麦
や

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
パ
ン
を
発

売
し
て
い
る
。

中
で
も
、
ぶ
ど
う
入
り
の

「
神
戸
ワ
イ
ン
パ
ン
」
（
税
込
２

９
５
円
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
粉
１

０
０
％
の
生
地
に
、
神
戸
ワ
イ

ン
を
た
っ
ぷ
り
練
り
こ
ん
で
、

時
間
を
か
け
て
醗
酵
さ
せ
た
パ

ン
。
ち
っ
と
も
固
く
な
く
て
、

ふ
わ
り
と
し
た
焼
き
上
が
り
。

も
つ
ち
り
し
た
食
感
は
食
べ
ご

た
え
が
あ
る
。
神
戸
ワ
イ
ン
の

香
り
と
、
ぶ
ど
う
の
甘
酸
っ
ぱ

い
味
が
さ
わ
や
か
で
お
い
し
い
。

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
１
～

２
分
あ
た
た
め
る
と
、
ワ
イ
ン

の
香
り
が
よ
り
高
ま
る
。
主
原

料
と
な
る
小
麦
に
、
取
り
扱
い

が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
フ
ラ

ン
ス
粉
を
使
っ
て
い
る
の
は
、

焼
き
上
が
り
が
全
然
ち
が
う
か

ら
だ
と
か
。
国
産
の
フ
ラ
ン
ス

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
か
ら
鯉
川
筋
を

北
へ
。
生
田
新
道
と
の
交
差
点

を
、
西
へ
５
０
０
ｍ
山
側
の
、

ベ
ル
メ
ゾ
ン
２
０
１
に
あ
る

「
グ
リ
ル
味
善
」
が
３
月
で
５

周
年
を
迎
え
た
。

シ
ェ
フ
の
岡
本
博
之
さ
ん
は
、

元
町
の
グ
リ
ル
伊
藤
で
妬
年
腕

を
磨
い
た
ベ
テ
ラ
ン
。
こ
だ
わ

り
の
味
に
岡
本
フ
ァ
ン
は
多
い
。

京
都
育
ち
の
美
代
子
夫
人
の
サ

ポ
ー
ト
も
み
や
び
で
、
児
島
美

代
子
、
織
部
美
佐
縦
さ
ん
た
ち

女
性
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
が
感

じ
よ
い
。

夜
の
ビ
ー
フ
ハ
ン
バ
ー
グ

（
１
２
６
０
円
）
、
タ
ン
シ
チ
ュ
ー

Ｔ
３
１
０
円
）
、
テ
ー
ル
シ
チ
ュ
ー

（
２
９
４
０
円
）
、
ビ
ー
フ
カ
ッ

「
グ
リ
ル
味
善
」
の

こ
だ
わ
り
の
味

画
０
７
８
１
３
４
１
‐
７
４
５
０

打
や
卯
～
創
毒
叩

削

噂

Ｖ

塾

アットホームな雰囲気の「味膳」

薮神■木デラ公べ神園
内戸力曜イン０ル戸グ

慌蕊ｌｒ休桶Ｉぅ霞％
陰景曾Ｖｊｊｌ澱曾

曹嬰￥,１４；ＩＩｉ
２０．．１手

８・・００５通
３０１４

５１
０１２

２

（
２
９
４
０
円
／
い
ず
れ
も
税

込
）
は
サ
ラ
ダ
つ
き
、
こ
こ
な

ら
で
は
の
コ
ク
の
あ
る
洋
食
は

さ
す
が
。
ラ
ン
チ
は
１
５
７
５

円
～
。
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
４
７

２
５
円
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
独

特
の
風
味
。

第
２
号
店
と
し
て
、
花
隈
駅

か
ら
北
へ
。
柳
の
並
木
通
り
に

「
カ
レ
ー
味
善
」
が
あ
る
。
京

都
を
思
わ
せ
る
イ
ン
テ
リ
ア
で
、

岡
本
さ
ん
特
選
ビ
ー
フ
カ
レ
ー

を
ぜ
ひ
い
ち
ど
味
わ
っ
て
ほ
し

い
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ラ
ダ
つ
き

で
１
７
８
０
円
。

そ
し
て
夜
は
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
の
お
店
に
。
特
製
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
と
オ
ー
ド
ブ
ル
３
種
、

ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
と
コ
ー
ヒ
ー

が
つ
い
た
コ
ー
ス
（
５
２
５
０

円
）
は
、
１
日
皿
食
限
定
だ
。

カ
レ
ー
の
味
に
、
神
戸
肉
も
格

別
美
味
。

回
切
匡
コ
ヱ
ｏ
乏
の
『
○
里
の

神
戸
市
北
区
大
沢
町
上
大
沢
２
１
５
０

神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

店趣
０
７
８
１
９
５
４
‐
１
９
２
２

旧
誼
、
～
刀
”
叩
無
休

フ
ラ
ン
ス
粉
１
０
０
％
に

ワ
イ
ン
の
香
り

「
神
戸
ワ
イ
ン
パ
ン
」

粉
に
こ
だ
わ
っ
て
使
い
、
ま
た

パ
ー
ク
内
の
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ

ン
で
収
種
さ
れ
る
季
節
の
果
物

や
、
近
隣
の
農
家
で
栽
培
さ
れ

た
農
作
物
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
。

他
に
も
、
穀
物
と
ひ
ま
わ
り

の
種
が
入
っ
た
、
身
体
に
や
さ

し
い
「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ブ
レ
ッ

ド
」
、
紅
茶
と
リ
ン
ゴ
を
加
え

た
「
ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
ー
プ
レ
ッ

ド
」
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
山

食
パ
ン
「
フ
ァ
ー
ム
ハ
ウ
ス
」

な
ど
、
自
然
の
恵
み
が
い
っ
ぱ

い
つ
ま
っ
た
お
い
し
い
パ
ン
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。

香ばしい生地にワインの香り「神戸ワインパン」

円

1０１
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レ
オ
ン
ら
が
出
演
し
、
日
本
で

も
話
題
と
な
っ
た
香
港
映
画

『
恋
す
る
惑
星
』
は
、
権
利
の

関
係
上
、
こ
れ
が
日
本
で
の
最

終
上
映
と
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
か
。
こ
の
機
会
に
、
あ
の
名

作
を
も
う
い
ち
ど
大
ス
ク
リ
ー

ン
で
堪
能
し
た
い
。

⑳
上
映
作
品

５
／
８
出
～
過
附

『
ス
タ
ン
ド
・
パ
イ
・
ミ
ー
』

『
ギ
ル
バ
ー
ト
・
グ
レ
イ
プ
』

『
未
来
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
』

５
／
皿
圏
～
岨
鯛

『
お
熱
い
の
が
お
好
き
』
『
ア

パ
ー
ト
の
鍵
貸
し
ま
す
』
『
ア

ニ
ー
・
ホ
ー
ル
』

５
／
加
附
～
坊
㈹

『
レ
イ
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
』
『
ロ

ン
グ
。
グ
ッ
ド
バ
イ
』
『
キ
ッ

ズ
・
リ
タ
ー
ン
』

５
／
泌
姻
～
鉦
側

『
さ
ら
ば
、
わ
が
愛
覇
王
別

姫
』
『
恋
す
る
惑
星
』

※
時
間
は
劇
場
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

鯵

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

0２

西
灘
劇
場

名
作
特
集
上
映

５
／
８
出
～
訓
側

西
灘
劇
場

（
霊
区
バ
ス
停
水
道
筋
３
丁
目
）

公
０
７
８
１
８
７
１
１
２
８
９
０

当
日
料
金
妬
１
本
券
５
０
０
円

２
本
券
８
０
０
円

３
本
券
１
０
０
０
円

数
々
の
名
作
映
画
を
上
映
し

て
き
た
、
灘
区
水
道
筋
の
西
灘

劇
場
は
、
５
月
瓢
日
を
も
っ
て
、

弱
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ

と
に
な
っ
た
。
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
５
月
８
日
か
ら
名

作
を
特
集
上
映
す
る
。
往
年
の

名
作
か
ら
、
隠
れ
た
傑
作
ま
で
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
を
、

１
本
５
０
０
円
と
い
う
格
安
料

金
で
鑑
賞
で
き
る
。
中
で
も
、

フ
ェ
イ
ー
ウ
ォ
ン
、
ト
ー
ー
ー
。

Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
演
劇
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

「
お
祝
い
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
バ
ー

ジ
ョ
ン
」

５
／
桝
圏
旧
時

５
／
幅
山
側
時
／
相
時

５
／
脂
⑧
舛
時

Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ホ
ー
ル
神
戸
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

（
高
速
新
開
地
訳
徒
歩
３
分
）

一
般
２
５
０
０
円
（
前
売
２
０
０
０
円
）

団
問
合
せ

盃
０
７
８
１
５
１
２
‐
５
５
０
０

演
劇
観
や
年
代
の
異
な
る
人
々

が
神
戸
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
セ

ン
タ
ー
で
じ
っ
く
り
と
お
芝
居

を
創
り
あ
げ
、
発
表
す
る
Ｋ
Ａ

Ｖ
Ｃ
演
劇
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
。

今
回
は
俳
優
で
あ
り
作
家
、

脚
本
家
の
わ
か
ぎ
ゑ
ふ
を
作
・

演
出
に
迎
え
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
た
出
演
者
が
、
わ

か
ぎ
ゑ
ふ
の
代
表
作
『
お
祝
い
』

に
挑
戦
。

『
お
祝
い
』
は
、
戦
後
、
女

性
の
生
理
用
品
を
開
発
し
た
大

阪
の
商
人
の
物
語
。
こ
の
問
題

フ
ェ
イ
・
ウ
ォ
ン
主
演
「
恋
す
る
惑
星
」

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

イベント

スケジュール

20045-6

ジョージ・ガオ

オ
リ
ジ
ナ
ル
朗
読
劇

。
小
エ
テ
イ
ッ
ク
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」

５
／
釦
日
脚
時
開
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

Ｓ
席
４
５
０
０
円
Ａ
席
４
０
０
０
円

（
全
席
指
定
／
前
売
は
５
０
０
円
引
き
）

■
問
合
せ

丑
０
４
２
４
１
６
７
‐
３
６
８
９

の
‐
ヨ
ュ
ー
８
．
コ
『
Ｏ
里
、
く
９
．
コ
の
．
一
回

劇
団
青
年
座
出
身
の
前
田
敏

郎
が
企
画
・
制
作
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
朗
読
劇
。
今
回
、
『
未
来

ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
オ

ニ
胡
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
４

５
／
創
囲
肥
時
犯
分
開
演

郎
う
は
ら
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
す
ぐ
）

率
一
般
３
０
０
０
円
学
生
２
０
０
０
円

増
園
問
合
せ
／
サ
ウ
ン
ド
ア
イ

盃
０
７
８
１
８
５
６
１
５
８
０
６

二
胡
の
鬼
才
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ

オ
待
望
の
日
本
公
演
。

カ
ナ
ダ
在
住
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ガ
オ
は
、
イ
・
ム
ジ
チ
合
奏
団

と
の
共
演
、
ヨ
ー
ョ
ー
マ
の
音

楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
な

ど
を
通
じ
て
、
二
胡
の
新
し
い

音
楽
分
野
を
開
拓
し
、
世
界
の

音
楽
シ
ー
ン
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
二
胡
奏
者
。
ヴ
ォ
ー
カ

ル
、
揚
琴
、
古
事
の
各
奏
者
と

と
も
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
、

広
東
音
楽
、
中
国
の
音
楽
な
ど

を
披
露
す
る
。

■

戦
隊
夕
イ
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー
』
で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
俳
優
・
城

戸
裕
次
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
。

朗
読
と
音
楽
、
静
か
な
舞
台
背

景
だ
け
で
演
じ
ら
れ
る
言
葉
の

世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
３
人

の
男
性
、
２
人
の
女
性
が
語
る
、

タ
イ
ト
ル
は
「
白
目
解
四
津
胃
詩

篇
冒
謬
巴
旨
」
。

作
（
１
）
が
、
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
し
て
よ
み
が
え
る
。

わ
か
ぎ
作
品
な
ら
で
は
の
人
情

喜
劇
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

町

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
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ob
e-k
ob
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.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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m

神戸
っ子
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ブ
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p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
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1０３

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

●
サ
ン
ト
リ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ｉ
プ
ン

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
５
枚
綴
り
通
し

招
待
券
（
６
／
７
～
旧
）
ペ
ア
５
組
相

名
※
Ｐ
１
２
８
法
人
会
員
ニ
ュ
ー
ス

参
照

●
市
民
映
画
劇
場
６
月
例
会
「
女
は
み

ん
な
生
き
て
い
る
」
（
６
／
Ⅱ
・
似
シ
ー

ガ
ル
ホ
ー
ル
）
ベ
ア
２
組

●
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

５
／
過
～
鯉
「
少
女
の
髪
ど
め
」
「
名

も
な
き
ア
フ
リ
カ
の
地
で
」
▽
５
／
妬

～
６
／
４
「
マ
グ
ダ
レ
ン
の
祈
り
」

「
ア
ラ
ラ
ト
の
聖
母
」
▽
６
／
５
～
巧

「
再
見
」
「
ク
ジ
ラ
の
島
の
少
女
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組５
／
８
～
６
／
ｕ
「
世
界
の
中
心
で
、

愛
を
さ
け
ぶ
」
▽
５
／
鉛
～
６
／
羽

「
ロ
ー
ド
オ
プ
ザ
リ
ン
グ
王
の
帰
還

（
吹
替
と
▽
６
／
皿
～
７
／
蝿
「
海
猿
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名

５
／
８
～
「
世
界
の
中
心
で
、
愛
を
さ

け
ぶ
』
▽
５
１
句
～
胃
ツ
グ
・
フ
ィ
ッ

シ
ご
▽
６
／
５
～
コ
テ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・

ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
▽
６
／
上
旬
～
「
ク
リ

ム
ゾ
ン
・
リ
パ
ー
２
」
▽
６
／
迫
～

「
海
猿
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
－
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

④ライブハウス・スケジュール５月 ｉ■随ib醇顎bi子Ｌ
回チキンジョージ
TEL､078392-0146
http:〃www,chicken-geo1r9e､cojp
５（水）影''11-,ﾉブ
９（日）レイン
10<月）ーHEMADCAPSULEMARKETS
13（木）PUFFY

14（金）是方獅ROCKUNlTft,杉山清賞
15(±）斎藤誠
21（金）ごきげん屋
22(土）PENPALS

23(±）THEELEPHANTKASHlMASHI
27（木）クラムポン／クジャムポン

２８（金）ナイトメア

29(土）堂島孝平
6/4（金）MONGOL800
５(±〕諸星和己
６〔日）KOBE☆ROCKＤＡＹ

国ピアジュリアン
TELO78-391-8081

http:ﾉ/www・pia-iulien-com
４（火）大川恵利子(コントラバ入)森

：E美穂(p）
６（木）近藤美香(p）
８(士〕雲井千賀(トランペット＞

９（日）金津佳代子(p）
11（火）ホルンﾄﾘｵ／二宮あや･五味

測友敬･横田桃代
12（水）西本淳(Sax)植田浩徳〈p）
13（木）小笠原薫(v､)山内尚子卿
哨4（金）折川真理(v､)林典子(p）
15(土）寺内智子(ｿブﾗﾉ)藤潅圭引p）
18（火）武村美穂子(fl)藤渓優子(P）
19（水）近藤美筈〔p）
20（木）鈴木恵美(Sax)森玉美穂(P）
21(金〕大江カルテット

22(±）佐藤和宏(ｸﾗﾘﾈｯﾄ)植田浩徳(p）
23（日）土肥陽子(ｿﾗﾉ)留由美子(p）
25（火）萩原次己〔パﾘﾄﾝ)藤江圭子(p）

CAPSULEMARKETS

千賀(トランペット〉

宝(ｸﾗﾘﾈｯﾄ)植田浩徳(p）
子(ｿﾗﾉ)留由美子(p）
ヨ〔バリトン)蒋江峯子Ipl

26（水）へツケルカルテット

27（木）奥野香織(p）
28(封今城朗子(Vn)鈴木華重子(p）
29(±）藤村匡人〔パﾘﾄﾝ)長谷宮子Ip）
30（日）本吉優子{v､)田中靖子(p）

回Ｈｏｌｌｙ，s
TELO78-251-5147
httpg〃kobB-hoIlys､com
４（火）河野美紀(vo)辻佳孝(p〕
５（水）一夜の同窓会/藤村麻紀(v､)他
６（木）楠元なおこ(vo)他
７（金）鈴木久美子(Sax)他
８(±）CHOKAMllT1/藤村麻紀(Vo)他
10（月）三浦昌彦(tp)カルテット
11（火）高橋玲奈(p)ﾄﾘｵ
12（水）遠丸志厚子(Vo)他
13（木）大内玲子〈p)和田正範(Sax)西

谷圭一(per〕神前信秀〔b〕
14(金)大川YOKO(vo)世古昌義(p)他
15(±）三木俊彦IsaxE原“)木掻晴哉(p）
17（月）名倉学(p)他
18（火）長井美恵子(p)ﾄﾘｵ
19（水）ぬのめまりこ(vo)大石まいこ(p)他
20（木）蔓原やよい(p原川信(b)i錘愛子(dr｝
21（金）YoshimKvo1佐伯準一(p)他
22(土）HANNY(vo)他
24（月）久保晴美㈲青木美江(fI)他
25(火〉MNT／宮下博行(p>西揖昌也

（b)高野正也(｡「）
26（水）乾優子(vo)三浦敦子〔p)岸本斜誌(9)
27（木）S6ssionNi9hl/ﾎｽi､辻巨孝ﾄﾘｵ
28（金）貸し切り
29(±〉小林美溺(vo)松永誠祐(p）
31（月）辻佳孝(P)里村稔(Sax)若林美

佐(b)高野正明(｡。

画菖屋宗兵衛
TELO78-332-1963
httDg〃Wwwsoubei､net／

クオレ(vo,p）

高橋知道〈Ts)石田潜墓(P)水
野篤(b)清水勇博(｡r）
松尾千番(As.Ss)蔦岡大祐(p）
芝田奨(b)柳田勇人(dr1
藤本純一(9)福光塵子(p)出宮
寛之〈b)定岡弘将(｡r）
天下一品カルテット

片岡千晃(fl)長谷川忠義(9)山
田吉輝(b)山崎和希(dr）
志賀宣之(9)吉田明弘〔As)松
本拓哉(ｂ)秋田晃(｡r）
上田If潅Xvo)馬場孝喜（９）
デー ブ･ビｴﾄﾛ<A9)安力川大樹
(b)ジョナサン･ｶｯﾂ(p)藤良人(dr1
大野正人(9,Ｖo)梶栗麻紀(V､）
1st・テクマクマヤコン／2,..崎
田治孝クインテット
いとう朔(vo)能勢英史(9)
不審火／猪花祥雄(tb)他
CHlEピアノプロムナード
西江静香(vo)奥田貴子(p）
赤ぢやんセッション‘O4
1St・TRIO／2,..三ケ猫

山本恵理(p)クリス・ピギンズ
(b)竹内イクオ(｡r）

田明弘〔As)松

４(火）

６(木）

７(金）

８(:と〕

12（水）
､4（金）

15(土）

16（日）
17（月）

20（木）
21（金）

22(土）
23（日）

27（木）

28（金）
29(土〕

30（日）
6/2(水〕

画ＷＡＣＡ２
ＴＥＬ､078輯333-6768

http:〃Wwwh3､dion､nejp/~waca
詳細はホームページヘ

田ＳＯＮＥ
ＴＥＬ078.221-7009
http;ﾉ/kobe-sone･com
４（火）橋本裕ギタークワルテット＋

北港桂子(vo）
５（水）片岡学ｸﾜﾙﾃｯﾄ+辛島寿美子IVO）
６（木）折井雅代(vo)･ﾄﾄﾘｵ
７（金）大誠弾加(vo)＋ﾄﾘｵ

８
９
如
刑
掴
潟

(±)新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
（日）鋼島薗gｸﾜﾙﾃｯﾄ+ジｬﾈｯﾄ(vO）
（月）大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
（火）南ルミ子Ivo)＋ﾄﾘｵ
（水）キャンディー浅田(vo)＋トリオ
（木）大塚善章ﾄﾘｵ＋北荘桂子(vol

14（金）北荘桂子(V､)＋トリオ

15(±）ベテイ鞍富(vo)＋ﾄﾘｵ
16（日）原田紀子(vo)＋水田忠信(p)ﾄﾘｵ
１７（月）浅香ひさし(vo,Sax)･ﾄﾄﾘｵ
18（火）伊福美香(Vo)＋ﾄﾘｵ
19（水）新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
20（木）古谷充クワルテット
21（金）辛島寿美子(Vo)＋ﾄﾘｵ
22(±〕大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
23（日）蕊井貞泰ピｱﾉﾄﾘｵ+宮野英子(Vo）
24（月）Yoshika(vo)＋ﾄﾘｵ
25（火）ボンピ柿本(Vo)＋ﾄﾘｵ
26（水）岩宮英和ひきがたりﾄ羊ﾀー ﾄﾘｵ
27（木）長谷I||元伸ｶﾙﾃｯﾄ+北荘瞳子(vo）

28（金）新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ

29(土）大越理加IVO)禍本有津子(p)+ﾄﾘｵ
30（日）橋本裕ギターﾄﾘｵ+原田紀子(voリ
31（月）河村恭子(vo)＋ﾄﾘｵ

園MaidenVoyage
TEL､078.805.0899

http://Ww-koYQngt/maiden~Voya99
５（水）MVSessior

６（木）まえず．とろ／岩宮:昌和〔vo)他
７（金）大溌:ｺﾝポVSチ･･ム小野
9(日)勘zzSFeci21Nigh1/三橋鋤o)他
10（月）JamSession/ﾎｽﾄ須爾fj音〔９１他
14（金）おためしトリオパ･･卜2
24（月）JamSeSSiOn/ﾎｽ1,須照雅彦(9)他
28（金）４ＵＳ

２９(土）クライストチヤ･チVsぬるやま
30（日）ColorStones
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一
睡
ｒ

墨
寧

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
兵
庫
経
営
塾

土
曜
講
座
ご
案
内

経
済
活
動
の
活
性
化
、
健
全

な
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

す
る
兵
庫
経
営
塾
は
、
公
開
講

座
や
研
修
会
を
活
発
に
行
な
い
、

商
い
の
心
を
活
か
し
た
社
会
経

営
の
あ
り
方
を
伝
え
、
心
技
体

に
わ
た
る
人
材
育
成
事
業
な
ど

で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

５
月
躯
日
に
開
催
さ
れ
る
好

評
の
土
曜
講
座
で
は
、
講
師
に

話
し
方
研
究
所
所
長
・
福
田
健

氏
を
招
き
「
よ
り
良
き
人
間
関

係
を
作
る
た
め
の
話
し
方
」
と

題
し
、
人
を
動
か
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い

て
勉
強
す
る
。
き
っ
と
ビ
ジ
ネ

ス
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
が
身
に

つ
く
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
。
ぜ

ひ
ご
参
加
の
ほ
ど
。

■
日
時
／
５
月
躯
日
田

過
韓
釦
～
姐
叩
釦
（
開
場
ｕ
や

妬
）
場
所
／
兵
庫
県
民
会
館
３

ボ
ケ

Ｆ

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
美
声
と
音

楽
性
を
も
つ
、
ソ
プ
ラ
ノ
長
谷

川
填
弓
と
、
卓
唾
越
し
た
テ
ク
ー
ー
ッ

Ｆ

☆
真
珠
の
輝
き
魅
惑
の
デ
ュ

オ
長
谷
川
亘
弓
＆
杉
浦
知
美

Ｆ
３
０
３
号
（
神
戸
市
中
央
区

下
山
手
通
４
１
班
１
３
）
参
加

費
／
会
員
２
０
０
０
円
・
一
般

３
０
０
０
円

回
申
込
先
／
兵
庫
経
営
塾

盃
０
７
８
‐
３
６
１
１
０
５
６
５

１
‐
Ｉ
噂
・
』
報

や

．
。
山
一

ク
の
ギ
タ
ー
杉
浦
知
美
の
デ
ュ

オ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
松
方
ホ
ー

ル
ホ
ワ
イ
エ
に
て
行
な
わ
れ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
カ
ッ
チ
ー

ニ
の
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
他
。
暖
か

で
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
期
待
で

き
そ
う
。

■
日
時
／
５
月
”
日
附

廻
函
帥
～
（
開
演
唱
酎
別
）
場

所
／
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
・

ホ
ワ
イ
エ
前
売
１
２
０
０
円
・

当
日
１
５
０
０
円
（
お
茶
付
）

圏
間
苔
せ
／
松
方
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー

盃
０
７
８
１
３
６
２
‐
７
１
９
１

☆
華
一
麓
な
る
衣
裳

人
形
は
い
か
が

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
俳
優
た
ち
が

熱
愛
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
人
形
。

縁
が
あ
っ
て
い
ま
大
阪
・
堺
の

太
田
さ
ん
宅
で
眠
っ
て
い
る
。

彼
女
の
妹
さ
ん
が
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
に
住
み
、
そ
の
隣
人
が

人
形
製
作
者
ダ
ン
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
（
別
～
肥
）
。
ビ
バ
リ
ー
ヒ

ル
ズ
サ
ン
セ
ッ
ト
通
り
に
店
を

持
ち
、
ト
ニ
ー
カ
ー
テ
イ
ス
、

ア
ン
ソ
ニ
ー
パ
ー
キ
ン
ス
な
ど

が
お
得
意
さ
ん
で
、
映
画
の
衣

裳
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し

た
方
。帥

、
七
十
体
が
す
べ
て
丁
寧

104

全
国
か
ら
ふ
み
と
古
切
手

ソプラノ・長谷川境弓ギター・杉浦知美

誕
生
日

あ
り
が
と

運
動「

ど
う
も
日
本
人
は
長
い
手

紙
を
書
く
の
が
苦
手
」
と
丸
谷

才
一
は
『
図
書
』
で
歎
い
て
い

ま
す
。

本
運
動
は
誰
で
も
取
り
組
め

る
活
動
と
し
て
使
用
済
み
切
手

の
蒐
集
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

適
度
な
コ
メ
ン
ト
に
合
わ
せ
古

切
手
を
寵
め
た
書
簡
が
毎
日
届

き
ま
す
。
量
の
如
何
に
関
わ
ら

ず
、
お
礼
の
カ
ー
ド
と
『
運
動

の
し
お
り
』
を
同
封
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
手
分
け
し
て
一
筆

を
添
え
届
け
ま
す
。

心
を
集
め
る
運
動
と
し
て
の

定
着
ぶ
り
を
三
十
年
の
積
み
重

ね
と
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
文
に
接
し
て
い

る
と
、
こ
の
世
の
心
の
荒
廃
を

防
ぐ
手
立
て
と
し
て
一
翼
を
担

う
自
負
も
生
ま
れ
ま
す
。

挑
帯
。
Ｅ
メ
ー
ル
万
能
の
風

潮
に
「
う
ま
い
電
話
よ
り
も
う

ま
い
手
紙
の
人
の
ほ
う
が
信
用

で
き
る
」
丸
谷
評
に
与
し
ま
す
。

は
か
な
け
れ
ど
も
く
れ
な
ゐ
の

は
な
を
た
の
み
て
ま
く
た
ね
や

（
三
好
達
治
）
１
Ｍ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ
村

上
ピ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３

６
０
．
１
２
５
７
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鞠
Ｌ』

☆
元
気
は
笑
顔
か
ら

月
に
一
度
の
新
長
田
寄
席

ラ
イ
プ
ホ
ー
ル
「
サ
イ
ト
・

コ
ウ
ベ
」
で
は
、
月
に
一
度
、

桂
三
枝
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
よ
し

も
と
新
長
田
寄
席
」
が
開
催
。

落
語
だ
け
で
な
く
漫
才
や
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
な
ど
幅
広
い
芸
を
楽

し
め
る
公
演
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
元
気
は
笑
い
が
一
番
。

次
回
の
出
演
は
、
笑
福
亭
仁
福
、

林
家
染
丸
ほ
か
。
限
定
２
０
０

な
レ
ー
ス
、
刺
繍
の
下
着
か
ら

本
物
の
頭
髪
、
帽
子
、
日
傘
な

ど
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
彼
の
手
作

り
に
よ
る
。
興
味
の
あ
る
方
ご

連
絡
を
。

■
問
合
せ
／
た
な
び
き

冠
０
６
１
６
４
９
３
１
６
１
０
７

☆
第
佃
回
ハ
ッ
ト
リ
・
キ
ッ
ズ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
な
調
理
師
・
栄
養
士
を

輩
出
し
て
い
る
服
部
栄
養
専
門

学
校
で
は
、
夏
休
み
の
恒
例
と

な
っ
た
「
ハ
ッ
ト
リ
・
キ
ッ
ズ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

７
月
躯
日
に
開
催
。

足湯で全身の血行を活発に服部校長や有名シェフが審査

笑福亭仁福

☆
黒
酢
で
血
液
サ
ラ
サ
ラ
美
人
！

あ
し
湯
と
い
え
ば
季
節
的
に

「
冬
」
の
イ
メ
ー
ジ
。
と
こ
ろ

が
、
実
は
季
節
に
関
係
な
く
１

年
中
有
効
な
健
康
法
で
あ
る
。

㈱
健
康
医
学
社
で
は
、
足
湯
に

天
然
の
ア
ミ
ノ
酸
を
豊
富
に
含

む
黒
酢
を
利
用
し
た
「
黒
酢
足

湯
研
修
体
験
会
」
（
無
料
）
を

実
施
す
る
。
黒
酢
を
使
っ
た
足

湯
は
、
下
半
身
の
冷
え
や
、
頭

痛
・
腰
痛
・
む
く
み
。
水
虫
の

ほ
か
、
血
液
循
環
が
良
く
な
る

た
め
不
眠
や
便
秘
・
肌
荒
れ
に

も
効
果
的
。
ク
ー
ラ
ー
が
こ
わ

席
な
の
で
、
お
っ
早
め
に
－
１

回
次
回
日
時
／
５
月
四
日
伽
哩
》

㈹
～
（
開
演
過
華
伽
）
場
所

／
サ
イ
ト
・
コ
ウ
ベ
（
神
戸
市

長
田
区
久
保
町
６
１
１
ア
ス
タ

く
に
づ
か
４
番
館
４
Ｆ
）
前

売
２
０
０
０
円
・
当
日
２
５
０

０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

■
問
合
せ
／
サ
イ
ト
・
コ
ウ
ベ

ａ
Ｏ
７
８
１
６
１
２
１
３
３
４
０ 華麗な衣裳のレディたち

い
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ぜ
ひ
足

湯
で
冷
え
知
ら
ず
の
健
康
体
を

手
に
い
れ
よ
う
。
「
黒
」
酢
を
使
っ

た
足
湯
健
康
法
」
の
講
演
会
の

ほ
か
、
足
湯
体
験
・
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
定
員
２
０

０
名
な
の
で
事
前
に
予
約
を
い

れ
た
ほ
う
が
確
実
。
来
場
の
方

に
は
、
黒
酢
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

■
日
時
／
５
月
釦
日
佃

廻
醒
加
～
出
唖
釦
場
所
／
神

戸
国
際
会
館
９
Ｆ
大
会
場

（
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１

１
１
６
）

園
申
込
先
／
㈱
兵
庫
健
康
医

学
社

画
０
７
９
４
１
２
６
１
１
０
６
０

’

鋤
A-l-L

ll
1０５

｜

’

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
小
学
生

を
対
象
と
し
、
第
岨
回
を
迎
え

た
今
回
は
国
籍
性
別
を
問
わ
ず

出
場
者
を
募
集
し
て
い
る
。
奨

学
金
加
万
円
を
は
じ
め
、
賞
金
、

豪
華
賞
品
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
じ
ゃ
が
い

も
」
。
世
界
中
の
腕
自
慢
キ
ッ

ズ
よ
集
ま
れ
’

画
応
募
要
領
／
封
書
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
保

護
者
の
氏
名
を
明
記
。
料
理
の

レ
シ
ピ
（
材
料
４
人
分
の
作
り

方
と
料
理
の
写
真
ま
た
は
イ
ラ

ス
ト
）
を
同
封
の
上
、
〒
１
０

６
１
８
６
１
１
束
京
都
港
区
西

麻
布
２
１
妬
’
昭
ハ
ッ
ト
リ
・

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
事
務
局
へ
送
付
。
締
切
は

６
月
鋤
日
姻
当
日
消
印
有
効
。

ＩＷ ｂ
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1０６

☆
わ
が
町
あ
じ
さ
い
自
慢
写

真
コ
ン
テ
ス
ト

「
あ
じ
さ
い
の
花
」
の
ヒ
ッ

ト
で
知
ら
れ
る
、
歌
手
・
真
咲

よ
う
子
（
日
本
ク
ラ
ウ
ン
）
は
、

５
月
幻
日
に
加
年
ぶ
り
の
新
曲

「
あ
じ
さ
い
の
雨
」
を
発
売
す

る
。

真
咲
よ
う
子
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
勤
め
る
ラ
ジ
オ
番
組

「
真
咲
よ
う
子
の
音
楽
玉
手
箱
」

で
は
、
こ
の
新
曲
「
あ
じ
さ
い

７
月
初
旬
に
、
書
類
選
考
の
上

ｎ
名
の
本
選
出
場
者
決
定
。

■
問
合
せ
／
ハ
ッ
ト
リ
。
キ
ッ

ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
事
務
局

ａ
Ｏ
３
１
３
４
０
９
１
１
４
８
１

パ
ワ
ー

花
と
緑
。
癒
し
と
新
た
な
る
力
を

神
戸
に

ト
ア
ガ
ー
デ
ン
〃
風
の
庭
″
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
、
４
月
ｎ
日
復

活
祭
の
１
時
よ
り
行
わ
れ
た
。

山
か
ら
海
へ
通
り
抜
け
る
風
が

さ
あ
っ
Ｉ
と
ト
ア
ロ
ー
ド
の
坂
道

を
走
る
。
Ｊ
Ｔ
の
前
に
あ
る
楠
の

下
に
誕
生
し
た
小
さ
な
庭
は
、

雨
の
降
る
３
月
別
日
の
２
時
よ
り

花時計

“
ト
ア
ロ
ー
ド
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク

ラ
プ
〃
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
ガ
ー

デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
鳥

か
す
み
さ
ん
の
コ
ー
チ
の
も
と
一
一

花
と
緑
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
・

の
ご
協
力
を
得
て
紫
色
の
ハ
ー
ブ

や
青
色
の
花
々
を
植
え
込
ん
だ
。

自
分
た
ち
の
手
で
植
え
た
草
花

た
ち
が
風
に
そ
よ
い
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
の
第
一

号
が
お
目
見
え
し
た
。

神
戸
華
僑
女
子
ア
ン
サ
ン
プ
ル

の
セ
ー
ラ
ー
服
の
美
少
女
た
ち
と
、

移
情
閣
コ
ー
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の

合
唱
で
張
文
乃
先
生
が
指
揮
○
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
音
に
よ
せ
て
、
陳

舜
臣
先
生
作
詞
・
張
先
生
作
曲
の

〃
鵠
橋
〃
が
、
日
中
友
好
を
祝
っ

て
創
ら
れ
た
曲
が
オ
ー
プ
ー
ー
ン
グ

の
雨
」
の
発
売
を
記
念
し
て
、

「
わ
が
町
あ
じ
さ
い
自
慢
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
あ

な
た
の
町
や
旅
先
で
出
会
っ
た

お
す
す
め
の
、
あ
じ
さ
い
の
名

所
の
写
真
を
応
募
し
よ
う
。
最

優
秀
作
品
は
、
ア
ル
バ
ム
ジ
ャ

雲熱＄J鶏〉
１

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

☆
サ
ン
ト
リ
Ｉ
㈱
の
３
月
別
日
の
株

主
総
会
・
取
締
役
会
で
役
員
改
選
を

行
い
、
佐
治
信
忠
氏
（
代
表
取
締
役

会
長
・
社
長
）
鳥
居
信
吾
氏
（
代
表

取
締
役
副
社
長
／
生
産
研
究
部
門
担

当
／
マ
ス
タ
ー
プ
レ
ン
ダ
ー
）
代
表

取
締
役
副
社
長
・
深
井
注
氏
（
食
品

カ
ン
パ
一
一
Ｉ
、
ビ
ー
ル
、
Ｒ
Ｔ
Ｏ
カ

ン
パ
ニ
ー
、
ワ
イ
ン
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ

＆
カ
ン
パ
ニ
イ
、
営
業
部
門
、
営
業

部
門
推
進
担
当
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
伽
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
の
専

務
理
事
／
黒
建
髪
塁
仁
氏
が
４
月
を
持
っ

て
退
任
。
後
任
に
伊
木
稔
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
〒
５
３
０
‐
８
２
０

４
大
阪
市
北
区
堂
島
２
１
１
１
５

★
４
月
、
日
本
銀
行
神
戸
支
店
長
・

大
久
保
裕
晴
氏
が
、
神
戸
大
学
大
学

院
・
経
済
学
研
究
科
へ
教
授
と
し
て

出
向
。
後
任
に
、
本
店
よ
り
中
村
毅

夫
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
勤
務
先

／
灘
区
六
甲
台
町
２
１
１
神
戸
大
学

院
経
済
学
研
究
科
皿
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７

８
１
８
０
３
６
８
０
１

「
震
災
加
年
神
戸
か
ら
の
発
信
」
推

進
委
員
会
（
加
藤
恵
正
委
員
長
）
は
、

３
月
羽
日
」
よ
り
事
務
所
開
設
。
〒

６
５
０
‐
０
０
２
１
中
央
区
三
宮
町

１
１
９
１
１
１
３
０
４
皿
０
７
８
１

３
２
２
‐
６
４
７
７
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７

８
１
３
２
２
１
６
０
５
１

☆
㈱
ア
ル
プ
ラ
ン
代
表
・
中
川
倶
子

氏
が
事
務
所
移
転
。
〒
６
５
８
‐
０

０
１
６
束
漣
区
本
山
中
町
４
１
６
１

８
皿
０
７
８
１
４
３
６
１
０
７
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
ｌ
４
３
６
Ｉ
Ｏ
８
０

８☆
近
畿
産
業
信
用
組
△
ロ
神
戸
支
店
・

谷
山
寓
里
支
店
長
が
４
月
よ
り
奈
良

支
店
長
に
栄
転
。
後
任
に
康
本
豊
氏

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
『
海
－
光
』
を
テ
ー
マ
に
、
５
月

勉
日
伽
～
妬
日
㈹
ま
で
神
戸
大
丸
ブ

ロ
ッ
ク
鋤
・
カ
ー
ポ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
、
中
尾
真
佐
子
展
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
マ
ー
プ
リ
ン
グ
染
め
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
染
め
、
手
描
き
染

め
三
技
法
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
ま

す
。
皿
０
７
８
１
３
３
３
１
２
２
６

２☆
６
月
６
日
⑧
午
後
２
時
よ
り
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
〃
応
援
専
科
〃

／
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
。
出
演
・
藤
本
統

紀
子
・
如
月
伶
生
・
久
保
比
呂
誌
・

王
秀
華
・
高
橋
キ
ヨ
シ
・
緑
恵
一
／

司
会
・
加
蕊
逸
子
／
主
催
・
兵
叩
労

災
を
考
え
る
家
族
の
会
ひ
だ
ま
り
／

入
場
券
２
５
０
０
円
当
日
２
８
０
０

円
／
世
話
人
代
表
・
福
原
初
子
／
事

務
局
サ
ロ
ン
ド
あ
い
り
Ⅲ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
７
８
Ｉ
２
４
１
１
１
８
９
８

一
｛
》

で
風
に
乗
っ
て
流
れ
る
光
景
は
、

ま
こ
と
に
ト
ア
ロ
ー
ド
ら
し
く
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
。

子
供
た
ち
の
記
念
植
栽
に
、
通

り
が
か
る
外
国
人
の
子
供
た
ち
も

父
親
や
母
親
と
一
緒
に
、
ス
コ
ッ

プ
で
掘
っ
て
苗
木
を
植
え
る
ほ
ほ

え
ま
し
い
姿
。

あ
の
大
震
災
か
ら
９
年
目
の
春
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
も
建
設
中
。

そ
の
庭
は
〃
光
の
庭
〃
と
命
名
し
、

〃
風
の
庭
″
と
相
対
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
は
来
年
春
に
出

来
上
る
。
復
興
へ
の
想
い
を
花
と

緑
の
力
を
借
り
て
手
づ
く
り
で
市

民
と
市
と
の
参
画
と
協
働
で
完
成

し
、
地
域
で
こ
れ
か
ら
は
守
り
育

て
て
行
く
。

（
Ｍ
ｏ
Ｋ
）

すてきなあじさいの名所を教えてね

ケ
ッ
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。

■
応
募
要
項
／
本
人
撮
影
の

「
あ
じ
さ
い
の
名
所
の
写
真
」

を
、
サ
ー
ビ
ス
版
以
上
の
プ
リ

ン
ト
写
真
に
し
、
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
撮
影
場
所
・
撮
影
日
時
と

そ
の
写
真
に
ま
つ
わ
る
コ
メ
ン

ト
を
記
入
し
、
〒
１
５
０
‐
０

０
４
３
東
京
都
港
区
北
青
山
２
‐

７
‐
９
日
昭
ビ
ル
２
Ｆ
㈱
ク

ラ
ウ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
音
楽
玉

手
箱
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
へ

送
付
。
締
切
は
７
月
即
日
ま
で
。

■
問
合
せ
／
ク
ラ
ウ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク

皿
０
３
‐
５
４
１
２
‐
２
１
６
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



邑感

ミ
ミ

,雁,雁 己
幸

－勇

ｒ爵

「
ア
ー
ル
．
皿
」
の
絵
画
教

室
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
７
回
ア
ー
ル
．
訓
展

本
誌
「
鏡
の
中
の
サ
ム
ラ
イ
」

の
挿
画
で
お
な
じ
み
の
、
平
田

郁
先
生
が
講
師
を
つ
と
め
る

「
ア
ー
ル
．
虹
」
の
第
７
回
絵

画
展
が
４
月
２
日
か
ら
７
日
、

サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
。
挫
名
の
メ
ン

バ
ー
の
個
性
あ
ふ
れ
る
力
作
が

並
び
、
自
由
闇
達
に
描
か
れ
た

作
品
は
ど
れ
も
生
き
生
き
と
輝

い
て
い
た
。

圃戸

勺勺

平田郁先生を囲んで

神
戸
、
パ
リ
、
ベ
ネ
ッ
ィ
ア

の
水
の
あ
る
風
景
を
描
い
た
菅

原
洗
人
展
が
４
月
過
日
か
ら
肥

日
ま
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
本
誌

Ｆ
６
に
て
、
第
１
・
第
３
の
火
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た
作
品

雁
と
金
曜
、
１
時
別
分
か
ら
４
展
で
は
、
こ
の
７
年
間
じ
っ
く

時
訓
分
ま
で
開
か
れ
て
お
り
、
り
と
描
き
た
め
た
作
品
が
並
び
、

初
心
者
の
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
異
人
館
の
古
い
仔
ま
い
や
神
戸

で
い
ろ
い
ろ
な
人
が
の
び
の
び
の
街
並
み
を
よ
り
エ
キ
ゾ
チ
ッ

と
絵
を
描
き
に
来
て
い
る
。
ご
ク
に
表
現
し
て
い
た
。
神
戸
を

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
盃
０
よ
り
神
戸
ら
し
く
見
せ
、
ほ
ん

７
８
１
３
３
１
１
１
２
１
４
ま
と
う
に
神
戸
は
い
い
所
だ
な
と

で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
色
彩
の
世

界
で
あ
る
。

☆
第
８
回
黒
津
京
子
作
品
展

壁
を
描
き
始
め
て
帥
余
年
。
☆
菅
原
洗
人
展

1０７

一
Ｉ
．
Ｉ

ヨ

玄--.

異人館の街を描く黒露さん

「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
の

挿
画
で
も
味
の
あ
る
挿
画
を
描

い
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
エ
ッ

セ
イ
と
と
も
に
毎
回
好
評
を
得

て
い
る
。

近
作
の
塩
屋
や
舞
子
を
描
い

た
油
絵
は
、
何
時
間
見
て
い
て

も
あ
き
な
い
神
戸
の
良
さ
が
凝

縮
さ
れ
て
い
た
。
艶
歳
に
な
ら

れ
た
洗
人
先
生
、
い
つ
ま
で
も

す
て
き
な
神
戸
を
描
き
続
け
て

下
さ
い
ね
。

~蝶

菅原先生と「コーヒーカップの耳」の出石アカル先生

～５月のおすすめギャラリー～

●原田の森ｷﾞｬﾗﾘｰ杉谷隆志墨画展５/7～９

●ダイヤモンドキｬﾗﾘｰ松生明子展５/4～９

●ﾄｱｷﾞｬﾗﾘｰ古林節生洋画展５/1～６

アンティークドール展５/8～１１

⑳サンパル市民キｬﾗﾘｰ

神陵台彩(Ⅱ)水彩画展５/14～１９

③ギャラリーほりかわ谷垣'博子絵画展５/3～1０

閉､話塞ﾖﾖ弱
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